










の深部を、 かつて一閃のうちに貫いた神体験。イグナチオ ・ デ ・ロヨラがこの体験をもとに完成させた『霊操』には、神との深い合一をめざす霊性修行 方法が、簡潔ながら 系だった筆致で説かれている。 操者は、魂の浄化から照明、一致へと到る霊的な旅の道行きで、 「慰め」や「荒
すさ
み」といった霊
の動き、霊動の試練 受ける。魂とは、真 神と邪悪な動が戦う戦場であり、ひとは魂の眼 つうじてそこから霊の正邪を見分け 神の「ことば」 正しく感受するよう努める。あるいは、イエスの生涯の内側に入りこみ、想像の五官をつうじて個々の出来事の現場に身を置き、神の「呼びかけ」を聴きとる必要もある。
　
だが、神のことばとは徹底して無言のそれであり、イエス



















働く「真の労働者」と対置する。　「げすな野郎だな。…このくず鉄釘野郎め。…神のお気に入り、それは崇高な労働者っていうのを知らねえのか」 。規律を厳格化させた機械制の現場から疎まれはじめる熟練工が、啖呵を切って 居酒屋 群れ集う。酒 奢り合いで気脈を通わせながらそこで話題に上るのは、雇主 搾取や賃金不満、また互いの職場情報や最新 社会時事だった 著者の意図をこえ、この書がパリ・コミューン前夜の労働者の紐帯と抵抗実践 知るうえで第一級の史料と目されるよう なった所以である。ただ 神話 読みはそれで足りるの 。貧窮と酩酊 放埒のはてに露呈する「存在」の夜は、こ 書に影響されてゾラが『居酒屋』で描 た「社会」のさら 彼岸で、異質な崇高さをたたえてもいなかったか。
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ない。だが、そこ わずかでも人間の作意や執着がはたらいて無の十全が崩れると 気の流れにもたちまち形と痕跡が生じ、露見したその痕跡を目がけて 敵は打ちこんでくる 形のない世界、心身 自在にはたらく世界 は、逆に「我」もなければ「敵」もない。自己の周囲に気配や痕跡を一切残さない武道の究極には、 「動いてうごくことなく、静かにしてしづか ることなし 境地 ひらけるだろう。互いの姿を映しあいながらも、自他 別を意識から解除してい 秘伝の一歩手前で、鏡の喩が、あるいは一輪の名月 広沢 池をめぐる水月の喩が引かれるのはこのときである。鏡も月も水も、だが所詮は、形 るも によっ 形なきものを読み手に感受させるための喩にすぎ い。かろうじて当の感受 みが、語り手と聴き手をつなぐ神話へ 扉であるとして 。
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